





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































屋鱗 中二階にいた文吉はこの部屋の部屋畑ノノ竹やぶ ｕ ｊ〃岬艸
畑
凹＆
 
部
屋
生
垣
生
垣 暖
香
園
ホ
テ
ル
部屋
便所便所居
間
一
客
間
居
間 納戸
文
吉
文
吉
主
人
主
人客
間
執
事
佐
瀬
の
部
屋
Ｉ｜台所
執
事
佐
瀬
の
部
屋
Ｉ｜台所玄関雑ヰノ 俎矧潮時蝿痢朝翰釧釦
〉蝿叩・・・》》》‐・埋呼〉剖咀・（』蛆・縫宰錦鷺・黙．・愈
織‐腓・』牡‐山１叩聿引・］・・『‐》．‐》汁稗峨‐岑群砕繩出毎刮生生・卍如四咀翰
〃
廊
下
廊
下Ｊ■〃
＄山 〈中用風呂
ノ女
中
部
屋
〈中用風呂
ノ女
中
部
屋
露蕊1錠i･鍵ｉｉｉ 獺
の
家
家
執
事
獺
の
家
家
執
事
裏
木
戸尿 裏木戸尿 裏木戸識fjL:￣竹やぶ
，
〃叩
Ⅲ
ロゲャ
P｡ 
000
､UDJ 
門
字 道路青
道路 木
伊東の「二橋別荘」の見取図
飯田志奈氏が描いたスケッチを基に
筆者が作図したもの
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う
ま
そ
り
っダけた。更に黒田清隆がロシアへ派遣される時はこれをウラジオに迎へてこ一」からまた吹雪をついて露都へ馬橇を走らせ
つヅけ伯と相抱いて生死の境をさまよった事も幾度かあった。
愛
児
は
十
歳
に
な
っ
た
。
翁
は
日
本
外
務
省
へ
仕
へ
る
急
命
に
接
し
、
取
る
物
も
取
敢
へ
ず
日
本
へ
帰
っ
た
。
雪
の
降
る
夜
、
ス
ト
ー
ブ
の
前
で
、
な
愛する女と、愛する児のためにその金髪を撫でて、再会のｐＨを約して互に終夜を泣き明かした。思へぱこれがそのロシア娘と
の悲しい別れ、そのいとし子とは東西相へだて典四十五年、互に逢ふ日の夢を見って千山万水をへだてつくして来た。
ほ
と
ん
翁
は
開
国
以
来
、
殆
ど
毎
日
の
や
ふ
に
手
紙
を
書
き
、
子
供
の
た
め
に
少
か
ら
ぬ
養
育
費
を
送
ハ
ソ
つ
づ
け
た
が
、
周
囲
の
事
情
は
翁
を
し
て
日
本
の家庭を結ばせるやふな事となり沢山の子供も出来た。ペテログラードから『母の病気が重りました。どうぞお父様一目でも
母
の
病
床
を
た
づ
ね
て
下
さ
い
」
と
血
の
出
る
や
う
な
シ
ウ
エ
ー
ロ
フ
氏
の
急
信
は
届
い
た
が
、
翁
は
ど
う
し
て
も
ロ
シ
ア
ま
で
行
く
事
は
出
来
な
かった。やがて数週の後、その母の死は再び氏のペンによって報ぜられた。
母
す
で
に
亡
／
、
父
は
遠
い
日
本
に
ｌ
こ
の
淋
し
さ
の
中
に
シ
氏
（
シ
ウ
ェ
ー
ロ
フ
ー
１
４
引
用
者
）
は
や
が
て
ペ
テ
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
法
科
大
学
を
卒
業
し
新
聞
記
者
と
し
て
活
躍
の
日
を
送
る
中
に
、
そ
の
刻
苦
は
氏
を
し
て
ロ
シ
ア
の
有
数
な
外
交
学
者
と
し
、
十
歳
に
し
て
父
に
そ
の
頭
を
撫
マ
マ
な
か
ば
で
ら
れ
た
子
も
、
く
う
や
五
十
五
歳
、
人
生
半
を
す
ご
し
た
。
そ
れ
で
も
父
と
し
て
の
音
信
、
子
と
し
て
の
音
信
は
絶
え
な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
革
命
は
、
全
く
外
国
と
の
交
通
を
絶
っ
た
の
で
、
こ
の
父
子
も
ぶ
つ
つ
り
と
音
信
は
絶
え
た
。
シ
氏
は
父
の
老
齢
を
指
折
っ
て
「
も
う
う
ち
亡／、なられたことであろう』とあきらめた。市川翁はシ氏が革命前線の裡にその一生を終ったであらうとあきらめた。
市川翁は二、一一一年前から中風症をわづらって伊豆へ引込んだ。この時である。思ひあきらめた愛児から突然の手紙は、氏を
ほ
と
ん
して極度に興奮せしめ、それまで殆ど一一一口語を発し得なかった翁は突然流るあやうなロシア語で、その歓喜の情を叫んだ。電報
が
行
く
、
そ
の
返
信
が
来
る
ｌ
か
く
し
て
シ
氏
は
、
国
外
旅
行
の
や
か
ま
し
い
国
規
の
ゆ
る
し
を
得
て
飛
ぶ
や
う
に
し
て
日
本
へ
の
旅
に
む
か
っ
た
。
そ
し
て
数
日
前
な
つ
か
し
の
翁
の
も
と
に
着
い
た
。
シ
氏
は
今
、
伊
東
の
父
の
枕
辺
に
、
和
服
を
着
て
、
日
本
食
を
た
べ
て
、
父
の
病
篤
く
し
て
淋
し
み
の
中
に
も
、
う
れ
し
さ
に
、
そ
の
曰
の
過
ぐ
る
を
も
知
ら
ず
に
送
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
『
日
本
の
人
に
な
り
た
い
で
す
」
と
シ
氏
は
い
っ
て
い
る
。
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幕府ロシア留学生市川文吉のこと
その後文吉は、体の左半分が不随になり、茶室の一一階のベッドに臥せるようになった。部屋のすみに東京から取り
寄せたブタ付の便器（おまる）が置かれていたが、はるさんの話によると、腰を下ろして用を足すその便器は、伊東
シ」いアフ。
このように市川親子再会のニュースは、いささかメロドラマふうの文章で終始している。記者の筆は、世間を沸か
せようと努めており、きわ物的であるといえよう。
死期を目前にした文吉にとって、アレクサンドルと再会できたことは無上の喜びであったことであろう。その後、
アレクサンドルは一週間ほど一一橋別荘で暮らしたのち上京し、神田一一一崎町に滞在後、思いを残しながらロシァヘ帰っ
て行った。
政の娘たちは、アレクサンドルとは外国語で話をし、呼びかけるときは「アレクサンドルおじさま」と云っていた
が置かれていたが、はるさんの話によると、腰を下ろして用を足すその便器は、伊東
思ではひじょうに珍しいものであったらしい。
九呼び鈴が鳴るつど、はるさんは一一階へ向かい、文吉の用を足してやる。する
》珊脹楯川甥汕ありがとう・
勤歸と礼をいった。
杁賎はるざんは往時を懐かしむように、
シ
性
ｌ
や
さ
し
い
お
じ
い
さ
ん
で
し
た
．
加放と回想している・
吉
れ
文
わ
135 
＊｜｜橋季男氏は、陸中一関藩（二万七○○○石）の士族出身。慶応義塾大学卒業後、曰本郵船会社社員、
け
ん
郵便局長などを勤めた。文吉の東京外国語学校時代の教え子に一一橋謙（のちウラジオストック領事）がおり、
文
吉
の
子
孫
宅
に
は
か
な
り
資
料
的
な
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
若
干
の
写
真
を
除
く
と
皆
無
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
「資料の少なさは、神田の大火（文吉の孫・雪さんの五歳ごろ）で全焼し、外国から持ち帰った名画の入った土蔵を
失い、関東大震災で、神田の家は再び全焼（二葉亭四迷からの贈呈本など、子供部屋の本箱にあった）、二度も丸焼
け
に
な
れ
ば
、
大
切
な
物
が
な
く
な
る
の
は
あ
た
り
ま
え
で
し
ょ
う
」
と
孫
の
雪
さ
ん
六
十
三
歳
）
は
娘
の
福
子
さ
ん
に
語
っ
た
と
い
う。文吉の子孫たちは、その後も第二次世界大戦の影響を受け、引揚げ、戦災、疎開を経験し、世の辛酸をなめ今曰
に
至
っ
て
い
る
。
福
子
さ
ん
に
よ
る
と
”
市
川
の
お
じ
い
様
〃
の
話
は
、
母
や
伯
母
た
ち
か
ら
繰
り
返
し
聞
か
さ
れ
て
来
た
と
い
う
こ
と
で、「この姉妹（志奈、花、雪、歌子）がいなくなれば散逸し、風化してしまうと思われ、惜しいことと思いまして、
折
々
関
係
の
物
を
も
ら
っ
て
お
い
た
り
、
話
を
メ
モ
し
て
お
き
ま
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本稿を草する上で多くの方々の教示を得た。戸田村立造船郷土資料博物館館長佐藤守一氏、伊東市教育委員会社会
教
育
課
に
勤
務
す
る
竹
下
光
氏
、
函
館
市
総
務
部
史
編
さ
ん
室
の
清
水
恵
氏
、
旧
二
橋
別
荘
の
地
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
金
子
能
男
氏
、
晩
年の文吉の世話をした石丼はる氏、子孫の飯田志奈、浅海福子両氏等から貴重な話と資料（写真）などの提供を受け
た。文献資料面では戸田村立造船郷土資料博物館、伊東市立図書館、東京外国語大学図書館、東京大学史料編纂所、
同
新
聞
研
究
所
資
料
セ
ン
タ
ー
、
法
政
大
学
図
書
館
等
の
お
世
話
に
な
っ
た
、
記
し
て
感
謝
を
表
し
ま
す
。
平
成
二
年
盛
夏
〔追記〕
上
海
の
そ
の
弟
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幕府ロシア留学生市川文吉のこと
か
ね
の
り
市
川
兼
恭
と
み旧姓加賀屋、
天保元年二月三日生まる。
明治四十一年一月十三日没。
文政元年六月十四日生まる。
明治二十二年八月二十六日没。
通称斎宮、のち開成所教授職。
市
川
家
の
系
譜
ロ
シ
ア
に
お
け
る
文
吉
の
系
シ
ュ
ヴ
ィ
ロ
フ
（生没年月日不詳）
牛
十
』
月
一
一
一
十
－
日
照
ルー倖十ユハＲｐｌｌ４－’二円
Ｈ
同
二
が
仁
ト
腓
凹
倖
Ｔ
工
山
帝
日
・
印
用【・咽ＩＴＬへ｝千八日ｊ－－ＩＴｌｌｌＲ
又
ム
ハ
一
二
片
ヰ
ー
カ
日
田
一
一
Ｆ
日
｝
チ
土
未
で
四
日
大
１
町
で
四
凶旧聞川上－三一年十Ｌ」ロ
几｜年十ＬＩロ同一二円
旦
血
）
岸
Ｔ
痛
握
命
）
能
志
奈明治三十七年八月三十一日生まれ、
飯田家に嫁す。
花明治三十八年十一月二十一日生まれ、
関
家
に
嫁
す
。
一
男
一
女
あ
り
。
小
太
郎
（天逝）
歌
子大正一一年一一月二十日生まれ、
二橋家を継ぐ。一男二女あり。
？。）
飯
田
志
奈
、
浅
海
福
子
両
氏
の
教
示により筆者が作成したもの。
壼二明治四十年十二月十二日生まれ、
山岡家に嫁す。一男三女あり。
由
子（天逝）
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市総務部市史編さん室蔵〕
「豆州伊東真景」（伊東市の絵図）〔伊東市立図書館所蔵〕
「伊東温泉場全図」（竹下浦吉製作、昭和五年十二月刊）〔伊東市立図書館所蔵〕
「実測東京全図」（明治十一年六月、地理局地誌課製）
『官員録』（明治七年）〔東京大学史料編纂所蔵〕
山岸光宣編『幕末洋学者欧文集』（弘文荘、昭和十五年十一月刊）
「東京外国語学校沿革」（東京外国語学校編、非売品、昭和七年十一月刊）〔東京外国語大学所蔵〕
榎
本
武
場
『
シ
ベ
リ
ヤ
日
記
』
（
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
総
裁
室
弘
報
課
、
非
売
品
、
昭
和
十
四
年
九
月
刊
）
帆帥醐髄編輯二葉亭四迷』各方面より見たる長谷川辰之助君及其追懐（易風社、明治四十二年八月刊）
中
村
光
夫
「
二
葉
亭
四
迷
伝
ｌ
あ
る
先
駆
者
の
生
涯
」
（
講
談
社
、
昭
和
五
十
一
年
九
月
刊
）
内藤遂「遣露伝習生始末」（東洋堂、昭和十八年九月刊）
原平三「我が国最初の露国留学生に就いて」（「歴史学研究』第十巻・第六号所収）
『東京日々新聞」（昭和二年六月二日付、マイクロフィルム）〔東京大学新聞研究所蔵〕
○・日日の『Ｑ四一内のロ・耳の可・日国の『三四］ののご》の○・コのロ一の旨○亘口四》］国富Ｐ四己の団員］霊、》西口己の。ご囚己の。□の．Ｆ・己・Ｐ］霊⑦。〔函館
が季男であった（飯田志奈氏談）。
参
考
文
献
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ＡＢｒｉｅｆＬｉｆｅｏｆＢｕｎｋｉｃｈｉｌｃｈｉｋａｗａ 
－ＡｓｔｕｄｅｎｔｓｅｎｔｔｏＲｕｓｓｉａｉｎｔｈｅｌａｓｔｄａysofthe 
TokugawaGovernment． 
Ｂｕｎｋｉｃｈｉｌｃｈｉｋａｗａｗａｓｂｏｒｎｏｎｔｈｅ２３ｒｄｏｆｔｈｅ６ｔｈｍｏｎｔｈｏｆｔｈｅ 
ｆｏｕｒｔｈｙｅａｒｏｆＫ６ｋａ（i・ｅ６Ｊｕｎｅ,1847）ｉｎＥｄｏａｓｔｈｅｅｌｄｅｓｔｓｏｎｏｆ
Ｋａｎｅｎｏｒｉｌchikawa，aclansmanofHiroshima，wholaterbecamea 
professorofGermanatKaisei-joorBansho-shirabe-dokoro（later 
theImperialuniversityofTokyo)IntheApriloftheseventhyearof 
Ansei（ｉｅＪｕｎｅｌ８６０)，hebecameastudentofFrenchstudiesand 
alsoancare-takerofFrenchstudiesoftheKaisei-joOnthe8thof 
thｅ４ｔｈｍｏｎｔｈｏｆｔｈｅｆｉｒｓｔｙｅａｒｏｆＫｅｉｏ（ｉｅ２Ｍａｙ,1865)，ｈｅｗａｓ 
ｏｒｄｅｒｅｄｔｏｓｔｕｄｙｉｎＲｕｓｓｉａｆｏｒaboutfiveyearswithfiveother 
students、
ＴｈｅｎａｍｅｓａｎｄｒａｎｋｓｏｆｔｈｅｓｔｕｄｅｎｔｓｓeｎｔｔｏＲｕｓｓｉａｗｅｒｅａｓ 
follows： 
Ａｇｅ Ｒａｎｋ 
ｌ３ａｎａｃｔｉｎｇｃａｒｅ－ｔａｋｅｒｏｆＤutchstudiesat 
Kaisei-jo 
Ｎａｍｅ 
Ｓｅｉｊｉｒ６０ｇａｗａ 
l５ｎｏｔｉｔｌｅ Jir5Tanaka 
Hikogor6Tanaka l6anactingcare-takerofGermanstudiesat 
kaisei-jo 
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Bunkichilchikawa l9anactingcare-takerofFrenchstudiesat 
Kaisei-jo 
２２anactingcare-takerofEnglishstudiesat 
Kaisei-jo 
JirOOgata 
SakuzaemonYamanouchi３０Hakodate-bugyoshoshirabeyaku， 
chiefofthelnvestigationBureauunder 
theMagistrate'sofficeofHakodate 
Theabove-mentionedstudents,embarkingintheRussianwarship 
"Bogatyr”（1700t.）onthe26thofthe7thmonthofthefirstyearof 
Keio（i・el5September,1865)，leftHakodateforEuropeTheship，
touchingatMitsunoura（inHiroshimaprefecture)，Nagasaki,Hong 
Kong，Singapore，Batavia，Simonstown，CapetownandStHelena， 
arrivedatPlymouthinthesouthwesｔｏｆＥｎｇｌａｎｄｏｎｔｈｅ２７ｔｈｏｆｔｈｅ 
ｌｓｔｍｏｎtｈｏｆｔｈｅｓｅｃｏｎｄｙｅａｒｏｆＫｅｉｏ（i､ｅｌ３Ｍａｒｃｈ,1866)．Nearly 
sevenmonthshadpassedsincetheyleftJapan 
TheJapanesestudentsleftPlymouthforCherbourginFranceon 
the9thofthesecondmonthofｔｈｅｓａｍｅｙｅａｒ（i・ｅ２５Ｍａｒｃｈ,1866）
andonlandingattheFrenchseaport,theyboardedatrainboundfor 
Paris，wheretheyarrivedonthel2thｏｆｔｈｅ２ｎｄｍｏｎｔｈ（i・ｅ２８
Ｍａｒｃｈ,1866)．AfterspendinganightinParis，theystartedfor 
RussiabytrainviaBelgium，PrussiaandPoland,finallyarrivingin 
St・Ｐｅｔｅｒｓｂｕｒｇｏｎｔｈｅｌ６ｔｈｏｆｔｈｅ２ｎｄｍｏｎtｈｏｆｔｈｅｓｅｃｏｎｄｙｅａｒｏｆ
Ｋｅｉｏ（ＬｅｌＡｐｒｉｌ,1866)． 
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ＴｈｅstudentswerereceivedatWarsawstationinStPetersburg 
byWadjimel，ａｓonofIosifAntonovichGoshkevich（1814-1875)， 
formerlythefirstRussianConsulGeneralstationedinHakodatewho 
hadreturnedhomepriortothearrivaloftheJapanesestudents､The 
newly-arrivedJapanesewereshowedtothehousepreparedbefore‐ 
handforthembyGoshkevich,wheretheylivedandreceivedprivate 
lessonsfromvisitingteachersａｆｔｅｒｗａｒｄｓ 
ＯｎｔｈｅｌｓｔｏｆｔｈｅｔｈｉｒｄｍｏnｔｈｏｆｔｈｅｔｈｉｒｄｙｅａｒｏｆＫｅｉｏ（ｉｅ５ 
ＡｐｒｉＬｌ８６７)，SakuzaemonYamanouchi,theleaderofthestudents， 
returnedhomebecauseofillnesswithamissionofKoideYamatono 
-kamiａｎｄｉｎｔｈｅｆｏｌｌｏｗｉｎｇｙｅａｒｔｈｅｏｔｈｅｒｆourstudentsalsowent 
homebecauseofthecollapseoftheTokugawagovernment､Bunkichi 
IchikawawhowaslookedafterbyErfimiiVasilevichPutiatin（1804 
-1883)，adiplomatandtheMinisterofEducation,afterthereturn 
homeofhisfellowstudents，receivedprivatelessonsfromlvan 
AleksandorvichGoncharov（1812-1891)，theRussiannovelistand 
threeotherteachers，studyingRussian，historyandmathematics、It
appearsthatBunkichiIchikawa,whowasdetainedbyalove-affair 
withMissShivilov,ｗｈｏｂｏｒｅｈｉｍａｓｏｎ,AleksandrVasilvichShur‐ 
iloM 
InSeptemberl873,hereturnedhomealone,ｌｅａｖｉｎｇｈｉｓｗｉｆｅａｎｄ 
ｓｏｎｉｎＲussia・ＩｎｔｈｅＤｅｃｅｍｂｅｒｏｆｔｈｅｓａｍｅｙｅａｒ,ｈｅｗａｓｏｒｄｅｒｄｔｏ
ｓｅｒｖｅａｓａｓｅｖｅｎｔｈｇｏvernmentclerk，teachingRussianatTokyo 
GaikokugoGakko・InFebruaryl874,hewasappointedasasecond
secretaryoftheJapaneselegationinStPetersburgandleftJapanfor 
Russia,accompanyingTakeakiEnomoto（1836-1908)，anambassa‐ 
dorextraordinaryandplenipotentiａｒｙｌｔｗａｓｉｎｔｈｅｃａｐａｃｉｔｙｏｆ 
1４１ 
vice-admiralthatEnomotoconcludedthetreatybywhichthesouth‐ 
ernpartofSaghalinwasexchangedfortheKurillslands（Chi 
shima)．Bunkichlchikawaactedasinterpreterintheterritorial 
negotiationsbetweenJapanandRussia，Ｈｅｒｅｔｕｒｎｅｄｈｏｍｅｏｎ２１ 
Octoberl878withEnomotoviaSiberiaafterstayinginSt・Petersburg
fornearyfiveyears､InFebruaryl879,hewasrelievedofthepostof 
secretaryandwasorderedtoservebothintheForeignOfficeandthe 
MinistryofEducation，holdingaconcurrentpostofteacherof 
RussianinTokyoGaikokugoGakkoＳｈｉｍｅｉFutabatei（1864-
1909)，ｗｈｏlaterbecamefamousasanovelistandtranslatorof 
Russianliterature,wasoneofhisdisciples・WhenKiyotakeKuroda，
adiplomat,startedmakingtourofEuropeandAmericaon23June 
l886，Bunkichilchikawaaccompaniedhimasaninterpreter,return‐ 
ｉｎｇｈｏｍｅｏｎ２１Ａｐｒｉｌｌ８８７・Ｈｅｔｈｅｎｒｅｔｉｒｅｄｆｒｏｍｇovernmentservice
andbegantoliveinseclusion，returningｔｏｆａｒｍｉｎｇＨｅｌｉｖｅｄｉｎ 
Ａｔａｍｉ，ＫａｍａｋｕｒａａｎｄＯｄａｗａｒａａｎｄｉｎｈｉｓｃｌｏｓingdayshelivedin 
ltohcity,ahotspringresortinlzupeninsula・Ｈｅｄｉｅｄｏｆｐａｒａｌｙｓｉｓｏｎ
３０Ｊｕｌｙｌ９２７ａｔｔｈｅａｇｅｏｆｅｉｇｈｔｙ－ｏｎｅｉｎｔｈｅｖｉｌｌａｒesidenceofhis 
daughter・Ｈｅｌｉｅｓｉｎｔｈｅgraveofthelchikawas,Zoshigayacemetery
parkinTokyo、
Ｔｈｅａｕｔｈｏｒｏｆｔｈｉｓａｒｔｉｃｌｅｗａｓａｂｌｅｔoventureintotheunknown 
aspectsofhislaterlifethankstohisdescendantsThisarticlewas 
writtentothｅｍｅｍｏｒｙｏｆｔｈｅｌａｔｅＭｒ、Bunkichilchikawa
Ｔ､Miyanaga 
Tokyo，３０August1990. 
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